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静脈カテーテルを抜去した 1 例．第 63 回中部 IVR・第 64 回関西 IVR 合同研究会；2018 Feb 17；長久手． 
7)  西川一眞，鳴戸規人，丹内秀典，川部秀人，神前裕一，野口 京．ASL が診断に有用であった上矢状静脈洞の硬膜
動静脈瘻について．日本医学放射線学会第 163 回中部地方会；2018 Feb 18；長久手． 
8)  Naruto N, Tannai H, Nishikawa K, Hashimoto M, Rahaman MU, Noguchi K. Neuroimaging in Traumatic Head Injure: Dual 
Energy CT. 第 77 回日本医学放射線学会総会；2018 Apr 12-15；横浜． 
9)  鳴戸規人，丹内秀典，西川一眞，野口 京，川部秀人，富澤岳人．移植腎動脈狭窄に対してステント留置により無
尿が改善した 1 例．第 64 回中部 IVR 研究会；2018 Jul 7；岐阜．  
10)  丹内秀典，鳴戸規人，西川一眞，川部秀人，神前裕一，亀田圭介，隅屋 寿，齋藤淳一，野口 京．水頭症所見か
ら疑われたクリプトコックス髄膜炎の 1 例．日本医学放射線学会第 164 回中部地方会；2018 Jul 7；岐阜．  
11)  野口 京．くも膜下出血、硬膜動静脈瘻、急性期脳梗塞の CT・MRI 診断．第 21 回日本臨床脳神経外科学会 教育講
演；2018 Jul 7；金沢．  
12)  佐藤彩花，加藤真奈，小川良平，畑下昌範，田中良和，鍵谷 豪．エビ由来ルシフェラーゼを用いたネクローシス
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可視化システムの改良．第 56 回日本放射線腫瘍学会生物部会学術大会；2018 Jul 13-14；東京． 
13)  古澤之裕，近藤 隆，趙 慶利，小川良平，斎藤淳一，野口 京．超音波による DNA 損傷と細胞応答．日本生体医
工学北海道支部第 53 回生体医工学研究会；2018 Aug 4；札幌． 
14)  小川良平．マイクロバブル製剤を利用した超音波による DDS（遺伝子治療）．粉体工学会．2018 年第 2 回「ソフト
粒子・界面研究会」；2018 Oct 17；大阪．（招待講演） 
15)  野口 京．急性期脳梗塞治療における非造影 Dual-energy CT による“One-stop Diagnosis”．第 11 回中部放射線医療技
術学術大会；2018 Nov 17；富山．（特別講演） 
16)  鍵谷 豪，佐藤彩花，加藤真奈，小川良平，田中良和，畑下昌範．エビ由来ルシフェラーゼを用いたネクローシス
可視化システムの改良．日本放射線影響学会第 61 回大会；2018 Nov 7-9；長崎． 
 
◆ その他 
1)  西川一眞．RSNA2017 Education Exhibit - Certificate of Merit 受賞報告．インナービジョン．2018 Feb；33(2)：51-2． 
2)  野口 京．放射線科医が必要な頭部 CT 画像．第 6 回北陸 SOMATOM 研究会；2018 Feb 24；内灘．（特別講演） 
3)  齋藤淳一．肺がんの放射線治療．肺がん医療・疾患啓発のための市民公開講座「肺がん治療の最前線－みんなで学
ぼう－」；2018 May 6；金沢． 
4)  齋藤淳一．がんの先端的放射線治療．第 95 回生命科学先端研究支援ユニット学術セミナー；2018 Jul 10；富山． 
5)  西川一眞，鳴戸規人，丹内秀典，川部秀人，野口 京．胆管癌術後再発による冠動脈仮性動脈瘤に対して動脈塞栓
術を施行した 1 例．第 18 回富山 IVR 研究会；2018 Jul 13；富山． 
6)  川部秀人，鳴戸規人．インターベンション不要であった症例の検討．透析バスキュラーアクセス懇話会；2018 Jul 18；
富山． 
7)  野口 京．くも膜下出血、硬膜動静脈瘻、脳梗塞の CT・MRI．2018 年放射線医学セミナー；2018 Sep 21；吹田．（特
別講演） 
8)  隅屋 寿．核医学．第 29 回骨軟部放射線診断セミナー；2018 Aug 4；大阪． 
9)  齋藤淳一．直腸癌・肛門管癌．第 20 回放射線腫瘍学夏季セミナー；2018 Aug 5；川越． 
10)  佐藤彩花，加藤真奈，小川良平，畑下昌範，田中良和，鍵谷 豪．エビ由来ルシフェラーゼを用いたネクローシス
可視化システムの改良．第 31 回北里大学バイオサイエンスフォーラム；2018 Aug 8-9；相模原． 
11)  齋藤淳一．富山大学における最新光子線治療の紹介．福井県立病院陽子線がん治療センター市民公開講座；2018 Sep 
2；富山． 
12)  齋藤淳一．放射線腫瘍医としての歩み．第 87 回富山大学医学会学術集会教授就任記念講演会；2018 Oct 31；富山． 
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